














3 2 5 3億円から， 5兆 82 0 5億円へと，ほほ4・5倍tr:（金貸出残高に占
める審恰は， 3.84%から 7.83%tc:）個人住宅ローンへの貸出残高は，2754
億円から 2兆5240億円へとほぼヌ 2倍に（貸出残高に占める割合は， 0.80
%から 3..4 0 roκ｝増加している。とく民個人住宅ローンの伸長は驚異的で
すらある．しかし，このような民間住宅金献の拡充．とりわけ個人住宅ローン
の伸長に伴ョて，さまざまな問題が提起されている。すなわち，民間住宅金融
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れ自体に内在する性格があげられる。すなわち， 1 ) 債務者〈資金需要者〉
が一世の個人であるために返済能力に問題があること， 2). 1件あたりの貸出
金額が銀行側からみれば少額であョて，事務処理が煩雑となること， 3）.返済































































































































































































































































































































》辛竺 第1年度 第2年度 第5年度
発行取扱総額 1 8億円 27億円 5 5億円












































































































































位とならざるをえない．前述したよう~. 実際の会社も．原則として 50 












































































































































































































































(3）前掲 F建設白書』 11 9頁。
(4）阿達哲雄， F入門・消費者金融」 10 6頁，早JI和男・和田八束.ilt川
桂治繍， r住宅問題入r,213-21s頁， r住宅問題講座4・住宅経済』
（木下準之助） 2 2 5頁。













(7) r注釈民法(9, （柚木馨・小脇ー海） 2 9 3頁o
(8）我妻栄． r新首担保物侮法』 58 9頁， r民事法学辞典（上巻）』 ｛水












h2) 堀前掲39 -4 0頁。建議書わ全文については，同書40 -4 1頁令み
よ。
同荒川五郎「新制不動産抵当証券法解釈』 15頁
~4) 抵当証券の発行実績については抵当証券 5号 1 4頁をみよ。
同以下の整理は主として，田辺幸雄「住宅金融と抵当証券」金融法務事





















































































































同我妻栄・滑水誠 r判例コ Y メンタールE，担保物権法』 25 3頁。
vs渡部順平「抵当証券法の内容と抵当証券制度の欠陥Kついて｛二〉」抵
当証券10号 10頁，同前掲書41頁。
同篠塚前掲4-5頁，同「不動産法の常識』 （上） 1 1 8頁以下。
-38-





側我妻栄「新訂担保物権法JI 5 9 0頁， F注釈民出9).1 （柚木馨・小脇ー
海.2 9 3頁，柚木馨，高木多喜男「担保物権法〔新版〕』 51 7頁。



























ってbり，「住宅ロー γ」貸出残高の金貸出残高K占める構成比も， 0.8 0%. 

























































日召和44年6月末 昭和45年6月末 断日46年6月末 昭和47年6月末 擁~日 4 8年6月末
残高 構茨比！「河畑同び其月削！リ町j率申 残高 問襲警残高 構成比奇び購率 残高 構船七 議び帯率残高 構成b対時び前榊年率
製 造 業 161,511 46.85 16.43 185.585 46.12 1491 223.418 46.03 2039 256201 4284 1467 288915 3887 1277 
商 業 93,410 27.10 17.06 108,116 26B7 1574 125703 2590 1627 151883 25.40 2083 185964 2502 2244 
建 三E又ハ， 業 15051 437 14.63 17.585 437 16.84 21.810 4.49 24.03 31.136 521 4276 43,396 584 玉虫.38
lhH品
明，う販ち住売宅業割、J (609) ~.10) 。8.1め 。22) (023) (51.40) 0.320) (021) (43.1乃 {2203) (03乃 (6689 C1.584) (035) (17.29) 
不動産業 13,253 384 28.86 17.259 429 3023 22573 465 30.79 38,132 638 6893 58,205 7.83 5264 
個人住宅ローン 2.754 OBO 74.41 4949 123 79.70 7.826 1.61 58.13 12251 205 565< 25240 340 10602 















































































































金風機関 費量使途 貸出金． 貸出m岡・金利 担保・傑置 そ の他（生保付）
都市銀行 撞揚 提梅先序鋤量 却方向 1-5年年利 8.締% 提携先的包括保E
(I・行） 金社両厩売す 6-10年 8.70% 
る土地・住宅 4,00・万円 11-20年 ’－”% 
専属入費量
非健携 土地・住宅等 50万円 1-5年年利札制%（担保） 費出物件 預金量件なL,
． 入資金 6～JO年 8.70% 住宅ロー ン付預金

















非提携 土地・住宅事 50万円以上 1-20年年明18.“% （担保） 費出物件 債券．入量件なし．
． 入費量 債券を.入してい
8.88% (IA) る場合、金利拙低
喧H主宅ロー ン 〈なる． 
保証保険
＠牒証人不要
住宅壷歯 土地・住宅事 最高 5,000 1～JO年年事lj9.絹%（担保） 費出物件 預金等向条件H.


















































伺｝最侵償還期限 昭和 年 月 日
14) .還方訟昭和年月よP昭和年月まで毎月 日に金 円宛〈た





（的利息支払湖 毎月 日を利息支払期日とし．昭和 年 月 日に借入日から当核期日
までの分量．以後の利息支払期日に前利息支払期日の翌日から当該期日までの分
を後払いします．













































































ω最終償還期限 昭和 年 月 日
ω償還方法昭和年月よP昭和年月まで毎月 日に金 円宛





(6）利息支払期 毎月 日を利息支払期日kし，昭和 年 月 日に借入日；から当該期日
までの分を．以後の利息支払期日に前利息支払期日の翌日から当核期日までの分
を後払いします．
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携ロ－：.－－販売JI'( も昭和 47~ー の割賦販売法の改正K よって同法が適用される
ようになったが， ζれは，金融機関と消費者の取引についてでな〈，提携先企































































































































































































































































































































































































































































121 政府の住宅政策の表現で~る「第2 期住宅建設5箇年計画J （昭和46 































































1 5 0万～20 0万円わ層」と報告している（同書56 P）。
01）提携方式の取引わし〈みについては，前第「消費者ロー Y の話」 SOP
K詳しい。
o~ との点に関する法的規制Kついては，後述（ 5 4 p～） 






























消努者保護」（昭和48年） 1 9 2 p参照
U6l 「銀行取引約定書雛型Jの成立事情については，西原寛一「銀行取引
約定書雛型の成立」（商法学論集 191P ）~詳しい。
との「費量型」の内容は，前掲の第 5 凶わと :t~ りであるが，その内容を検討し
たものとしては，前掲，田中「新版銀行取引法｜所収の「銀行取引約定書ひな
型の解説と研究」（同蕃23 7 P），水田耕一「貸付取引く上〉一新基本金融







付」「当座貸越」 「コールローンJ 等がをる。前掲，~原「金融法」 1 2 2 p 
以下，田中「新版銀行取引法」 13 9 p以下を参照。
u <;) 「銀行取引約定書」の一般的概説Kついては，註16 (IL掲載した文献を
参照o消費者保護の観点から，「銀行取引約定書」を論じるものとしては，「




宅ローY 」（法律時報51 4号24 p以下），消費者ロ－Y研究会「住宅ロー
ンK台ける法律問題上～下」 （銀行研究法務男i冊45 9号， 464号， 470
号），同「提携住宅ローン(I(j;，ける法律問題（1）～（31（銀行研究法務男I！冊47 9 
















は， 19 6 8年K連邦法である「消費者信用保護法（ Consumer Credit 
protection Ac h略称CCPA.その第1編は，「貸付真実法 Truth
in l end in g Ac t ）と称され， Jをわ格行規則として rvギュレーショ Y
z R自gulat ion Z」が制定されている） i>-よび19 6 9年vr:各洲法とし
て採用されるととを予定して作成された「統一消費者保護法典.j(Uniform
C o n sum e r c r e d i t C o d e。uc c cまたはu3 cと略称される。 ζ
れ自体は法律ではなく，各州法として採用されて初めて法律となる。 1973年
現在でUc c 0を採用した州は， 6州で;l：る）がまをる。とれらアメリカめ消費
者信用法については，竹内昭夫「アメリカの消費者信用保護法についてJc r1
メリカ法」 1971,1P以下），北川善太郎「消費者保護立法一アメリカ法
の動向J（ジュリスト 46 0号， 99P以下） ，清水厳「米国vci>~ける消費者
保護立法の生成と展開j （阪大法学76号65頁以下）を参照。なb，とれら
アメリカの消費者信用保護立法の法文の翻訳については，消貨者信用保義法制
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